
 

 

4. RRS 導入前後での CAC 件数と割合の比較 

 

RRS 導入後、新入院患者延数あたりの CAC 件数は 28%減少したことが確認された。 

 

5. RRS 起動推進のための方策検討 

研修会の企画実施による周知活動の検討 

病棟コアナースの設置 

他施設の情報収集 

主治医と同時に RRS チーム召集を促す掲示 

FCCS セミナー受講の促し 

CAC 事例についての病棟との振り返り 

がん登録室                    室長 市川 孝治（泌尿器科 がん診療運営部長） 

● 活動目的 

1. 「院内がん登録」は、がん医療の提供を行う病院において、そのがん医療の状況を的確に把握する

ため、自施設を初診し、がんの診断・治療を受けた全患者についての診断結果、初回治療内容、予

後情報を登録、保存することを目的として行う。 

2. 登録したデータを用いて、自施設の特徴を把握し、より良い医療の提供に繋げるために、がん診療

に関する情報を積極的に提供する。 

3. 院内がん登録の情報を、国立がん研究センター及び都道府県がん登録室に届出する。専門的な

がん医療を提供する医療機関の実態把握の基礎資料、がん対策の評価に活かされる。 

 

● 活動状況 

1. 院内がん登録 

① 登録数の年次推移 

 

② 2022年症例 部位別登録数 Top10 
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③ 2022 年症例 部位別発見経緯の割合 

 
④ 2022 年症例 二次保健医療圏別登録割合 

 

 

2. 院内がん登録予後調査支援事業【2011 年症例（10 年予後）】 

 生存状況が不明な登録症例データの提出 = 320 件 

3. 院内がん登録予後情報付集計テータの提出 

 2010 年症例 10 年生存率集計（国立がん研究センター公表「院内がん登録生存率集計」） 

 2014-2015 年症例 5 年生存率集計（国立がん研究センター公表「院内がん登録生存率集計」） 

4. 院内がん登録と DPC を使った QI（標準診療の質を評価するための指標（Quality Indicator））研究 

 2020 年院内がん登録対応表ファイル（個人識別情報）と DPC 調査の 2019 年 10 月～2022 年 3

月分の外来・入院の EF 統合ファイル（診療報酬算定情報）及び様式 1 ファイル（入退院情報、病

名情報等）を使用して提出用ファイルを作成し提出 

 2019 年症例の、標準的な治療の実施が行われていない症例について二次解析を行い提出 

5. 岡山県がん診療連携協議会がん登録部会の主催、議事録の作成 

 2022 年  6 月 15 日、2022 年 10 月 26 日、2023 年 3 月 13 日開催 

真庭保健医療圏 

7.1% 

津山・英田保健医療圏 

15.1% 

高梁・新見保健医療圏 

3.0% 

県南西部保健医療圏 

4.2% 

県南東部保健医療圏 

66.5% 

岡山県外 

4.1％ 

 

 
 
 
 

 
 

がんゲノム医療センター            センター長 角南 一貴（臨床研究部長） 

● 活動目的 

がんの組織または末梢血を使って多数の遺伝子を同時に調べる「がんゲノムパネル検査」によって、

遺伝子変異を解析し、それを元に治療を行うことを「がんゲノム医療」と言います。2019 年6 月にがんゲ

ノムパネル検査が保険適応となりました。対象患者は①標準治療が終了②標準療法がない③原発不明

がん④希少がん⑤小児がんです。当センターは、2020 年1 月に厚生労働省から「がんゲノム医療連携

病院」に認定され、2020年10月よりがんゲノム医療に携わる診療科等のスタッフと連携を図り、患者さん

の診断や治療に役立つがんゲノム医療の提供のために活動を行っています。 

● 活動状況 

ががんん遺遺伝伝子子パパネネルル検検査査のの流流れれ  

 

  

1． がんゲノムプロファイリング検査の種類別件数 

＜＜22002222  年年44  月月かからら22002233  年年33  月月末末ままででのの実実績績はは3344件件でですす＞＞  

 検査種別：FoundationOneCDx2233件 FoundationOneLiqudCDx66件 NCCオンコパネル55件 
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② 組織検体の準備 ③ 解析機にて解析 ⑤ 結果説明 ④ エキスパートパネル ① 検査説明同意 

オリエンテーション 

① 外来にて検査説明、同意書取得と、看護師によるオリエンテーションを行う。 

② 組織検体がない場合は手術等で組織検体の準備を行う。（組織検体と血液検体が必要な場合がある。） 

③ 次世代シークエンサーという解析装置を用いて解析する。 

④ 遺伝子変異に基づく治験などの提案を行う（エキスパートパネル）会議に参加する。 

⑤ エキスパートパネル後、外来で結果説明を行う。 
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